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お わ り に
以上，見てきたように，『幸福な死』および「不条理の連作」では，恋愛は
軽視され，主人公たちは，世界との同一化や，神々との戦いや，母親の愛な
ど，それぞれの夢を追い求め，女性への愛を捨ててしまう。それに対して，
「反抗の連作」の主人公たちは，恋愛の価値を知り，愛する者とともに生きる
ことを最大にして唯一の幸福であると考えている。しかし，愛と正義の二者択
一に直面し，彼らは愛を失っていく。『追放と王国』の 3組の夫婦，「不貞の
女」のジャニーヌとマルセル，「もの言わぬ人々」のイヴァールとフェルナン
ド，「ヨナ，または制作する芸術家」のヨナとルイーズは，それ以前の作品の
主人公たちほど，若くもなければ，美しくもない。彼らは生活に疲れた中年の
男女であり，情熱や冒険には無縁である。しかし，この 3編の短編は，ひと
りの人間が生まれ変わり，新しい人生を始めるには，伴侶の存在が不可欠であ
ることを教える。カミュの結婚生活は，彼の不倫癖もあり，決して幸福なもの
ではなかったようだが，そのような現実とは関係なく，『追放と王国』は 40
の坂を越えたカミュの再生への憧憬を示す作品なのかもしれない。
──文学部教授──
１５３カミュの作品にみられる恋愛観，結婚観
